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は、視覚障がい者と聴覚障がい者のための大学である筑波技術大学
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の、共生社会の実現に向けた取り組みを紹介します。（奥苑貴世）
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２０２５年度に新しくできた共
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がい・聴覚障がい両方のコ
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に学ぶ授業があります。

つ く ば ぎ じゅつだ い が く が く せ い が っ こ う せ い か つ

筑波技術大学では、学生が学校生活を
あん ぜ ん か い て き お く

安全・快適に送れるように、さまざまな
せつ び ととの

設備も整えられています。
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点字を使って授業をする様子 筑波技術大学提供手話を使ってグループで話す授業 筑波技術大学提供

「ロの字形」校舎で迷いにくく
じ が た こ う し ゃ ま よ

「ロの字形」校舎で迷いにくく

視覚障がいがある学生たちの校舎にある、

さわってわかる案内図。授業をする校舎は

「ロの字形」で、目が見えなくても迷いに

くくなっています 筑波技術大学提供

視覚障がいがある学生たちの校舎にある、
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「ロの字形」で、目が見えなくても迷いに

くくなっています 筑波技術大学提供

聴覚障がいのある学生たちの校舎は、ガラス張り

のかべが多く、見通しが良くなっています。チャ

イムの音や非常ベルの音が聞こえなくてもわかる

ように、点滅するランプがあります
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筑波技術大学
（茨城県つくば市）
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